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日本における“越境人材”の歴史的考察 

 

川崎 保弘 1,2 

  
       A Historical Study of  “Boundary Spanners” in Japan 
 

 

KAWASAKI Yasuhiro 
 

1. はじめに（新研究テーマの設定） 
2022年以来継続してきた現代ビジネス研究所における調査研究テーマ 3を一旦終了し、

昨年半ばから「異文化組織間協働を支える人材の資質・特性等について～“越境人材”の

歴史的考察～（案）」を新たな研究テーマとして設定し、予備的調査を開始した。 

 

2. 先行研究調査及び研究方法（素案） 
1) 先行研究調査 

  先行研究調査の結果、“越境”を「個人の能力」や「海外経験」として捉える議論や、人

材育成論、キャリア論として考察するものは見られたが、歴史的な事例に関する考察や社

会システムとしての越境に関する考察を行った研究は見られなかった。 

①“越境学習”研究分野： 

現代の組織内外を移動するビジネスパーソン、社会人大学院生などを対象に、

越境がもたらす省察・葛藤・意味変容、“ナレッジ・ブローカー”としての役割を

示している 4が、歴史的な越境事例に関する考察はない。 

② 歴史学・日本史研究分野： 

外交官、通詞、宗教的媒介者、幕末の開国派官僚、在外経験を持つ実業家など、

多様な「境界領域の担い手」を事例として個別に論じたものが多いが、「越境人材」

として統合的に分析し、現代の人材開発等に繋げようとする試みは見られない。 

2) 研究方法（素案） 
 前記 1)の調査結果を受け、以下の方針で 2026 年度の調査研究を進める。 

① 日本の歴史上の大きな転換点で見られた代表的な“越境”の事例を「越境人材」
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「越境システム」の観点で整理し、各事例ごとに特徴づけを行う。 
② 歴史上の代表的な“越境”事例の越境人材に共通する資質等を抽象化し、「越境

人材に共通するコンピテンシー」として（可能であれば）まとめる。 

 

3. 歴史上の大きな転換点別の越境人材・越境システム（素案） 

1) 奈良〜平安期：「国家主導の知識獲得（制度の“翻訳者”）の“越境”」 

日本が“ひとつの国家”として動き出し、「国家主導」で越境人材を選び出し、遣唐

使、留学僧などとして周辺先進国に派遣し、日本の発展に必要な文化や制度（律令制度・

仏教・建築・医学など）を体系的に導入し、日本の社会構造に適合させた。 

2) 中世〜戦国期：「民間ネットワーク形成による複合的な“越境”」 

遣唐使派遣が中断された後、禅僧、商人（博多、堺など）、倭寇などにより、民間レ

ベルで様々な「海域アジア圏の交易ネットワーク」が形成され、宗教・交易・文化など

の複合的な越境が進んだ。 

3) 江戸後期：「翻訳コミュニティを通じた知識移入の“越境”」 

日本が鎖国状態にあった時期であり、長崎出島など限られた地域において海外の文

物を輸入することで限定的な“越境状態”を維持した。蘭学者や各国語の通詞などが中

心となり、欧米先進国の文物の理解（翻訳）を通して、教育・研究の推進を担った。 

4) 明治維新（江戸末期から明治初期）：「諸制度改革に繋げる国家レベルでの“越境”」 

有力諸藩や国家の海外使節団、公的・私的留学生、密航留学生、難破など偶発的な渡

航者などが「越境人材」となり、欧米諸国から最新の科学技術や学術情報を取り込む役

割を果たした。また明治政府が各分野で「お雇い外国人（外国人専門家）」を招聘し、

国内諸制度の整備や高等教育機関設立などに繋げ、日本の総合的近代化を推進した。 

5) 戦後〜高度成長期：「新生産技術獲得のための企業主導の“越境”」 

敗戦による国家の荒廃からの復興を果たすため、民間企業技術者・行政官・商社マン

などが積極的に海外に出向き、世界の最新知識や情報を獲得し、日本国内での生産技術

導入・品質管理・生産方式の革新などを担った。この時期の「官民挙げての積極的な越

境」が、継続的な高度成長につながる日本企業の総合的な競争力の基礎を形成した。 

 

4. まとめ（新研究テーマ設定の背景） 

昨年から別途参加している二つの歴史研究同好会の活動において、「現在の文化・科学技

術等に秀でた日本は、日本の歴史上の各時代における周辺先進地域から多くの文化や科学

技術等に関する“先進知”を導入し日本の有する“固有知”と融合させることで、新たな日

本独自の“固有知”として発展させてきた」という歴史的事実を再認識する機会があった。 

これをきっかけに、従来から継続していた「異文化組織間協働を推進する人材の資質等」

に関する研究テーマの裾野を広げ、今後数年間の新研究テーマとして設定した。 

以 上  


